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これまでに発表された河川景観関連研究論文，及び土研･国総研において実施された河川景観関連研究

課題について調査し，研究の動向と社会的背景及び河川行政施策，及び現場での実践との関わりについて

整理した．その結果，以下の動向が捉えられた．河川管理の現場での調査から始まった河川景観研究は，

1980年代に計画・設計の枠組みが構築された．河川という研究対象の独自性から，90年代以降に景観の捉

え方及び研究アプローチが多様化し，実践例が増加した． 21世紀以降は計画・設計マネジメントの手法等

が工夫されながら，実践が進められた．土研・国総研では，社会的要請及び行政の動きに対応し，河川整

備の現場と連携しながら研究が実施され，研究・実践成果が適時マニュアル等に取りまとめられた． 
 

キーワード :河川景観，景観研究，動向，景観デザイン，多自然川づくり 
 

 
１．はじめに 
 
(1)背景と目的 
 1997年の河川法改正から20周年の節目である2017年6
月，『持続性ある実践的多自然川づくりに向けて』1)が

提言された．この中で，多自然川づくりの課題として，

多自然川づくりの調査，計画，設計，施工，維持管理の

取組み過程のうち，特に初期の段階から，景観や親水性

などの専門的な検討を行うことの重要性が指摘されてお

り，多自然川づくりでの景観計画の位置づけに課題があ

ることが認識されているといえる2)．そこで本論文では，

今後の河川行政施策及び河川景観研究の方向性検討に資

するため，これまでの河川行政の施策と河川景観研究・

実践の対応及び動向を整理することを目的とする． 
 
(2)先行研究と本論の位置づけ 
篠原3)は，90年代前半までの景観研究の系譜と展望に

ついてまとめ，柴田ら4), 5)は2007年までの景観研究につい

て系譜図を作成し，その変遷について考察している．福

井6)は，国土交通省国土技術政策総合研究所（以下，

「国総研」という．）における2005～2008年度の景観関

連研究を整理し，景観政策推進に必要な今後の研究課題

や大学･学会との役割分担等の必要性について指摘して

いる．いずれも河川に限らず土木分野全般が対象とされ

ており，河川景観研究についてクローズアップされてい

るものではない． 
河川景観デザインの流れと社会的背景の対応について

は北村7), 8)がまとめているが，河川景観研究との対応まで

は触れられていない．本論は，これまで建設省（現・国

立研究開発法人）土木研究所（以下，「土研」とい

う．）・国総研及び学会で実施されてきた河川景観関連

研究を調査し，その動向を河川行政施策及び現場での実

践，社会的背景との関わりに着目して整理するものであ

る． 
 
２．方法 
 
(1)調査対象 

対象とした学会及び論文集は，土木学会発行の論文集

（土木学会論文集，景観・デザイン研究論文集，土木計

画学研究・論文集，環境システム研究論文集，河川技術

論文集，水工学論文集等），日本造園学会発行の論文集

（造園雑誌，ランドスケープ研究），日本建築学会計画

系論文集，日本都市計画学会学術研究論文集とした． 
土研・国総研において実施された河川景観関連研究課

題について，研究所資料の収集を行った． 
 
 

 497

B83D 景観・デザイン研究講演集　No.13　December 2017



 

(2)調査手順 

a) 対象研究の選定 
 以下の手順で研究論文を検索，抽出した． 
① 各論文集について，“河川and景観”，“川and景

観”，“river and landscape”のキーワード検索によ

り査読付き論文を抽出し，リストを作成 
② 論文の参考文献を参照し，関連する論文・文献を

リストに追加．  
③ ②でリストに追加した論文について②の作業を繰

り返す 
④ リストアップした論文を読み，河川を対象として

研究されたものを抽出（水路，堀，池など，川の

自然の営力が機能していないものは除いた） 
⑤ 実践事例に関する論文･文献等を補足的に検索 
b) 分類・系譜図の作成 
リストアップした論文･文献及び研究所資料を，研究

の視点別に分類し，参考文献との関係から系譜図を作成

した．研究視点の分類は柴田らの研究成果5)を参照した． 
概ね10年ごとに年代を区切り，研究のトレンドと当時

の社会的背景及び河川行政施策・研究，及び現場での実

践との関わりについて整理，考察した． 
 

３．系譜図にみる河川景観研究の動向 
 
 系譜図の年代を，土木工学の分野で景観研究の論文が

初めて書かれた3)1963年を起点として1980年代まで，1990
年代，21世紀，の3つに分けて作成した．各年代におけ

る河川行政の動き，及び主な実践事例（土木学会デザイ

ン賞受賞事例を主に記載）について表-1にまとめた．ま

た，“河川景観（河川環境）”の概念の捉え方の変遷に

ついて表-2に整理した．以下，同表を参照しながら各年

代の動向について述べる． 
 

(1) 1980年代まで 

 図-1に1980年代までの河川景観研究系譜図を示す．ス

ペースの都合上，主な研究及び研究間のつながりのみ示

している．左端には，同年代において土研で行われた研

究を，実施背景と共に記載してある． 
a)研究の出発点 
河川景観研究及び実践は，1976年に建設省太田川工事

事務所が東京工業大学中村研究室に，景観の観点から太

田川の研究・分析を依頼したことに始まる13)．太田川で

は河口部の高潮対策事業を除いて河川事業が一段落して

おり，「広島市民にとって太田川は“空気のような存在”

表-1 河川行政の動向，デザイン実践事例 

年代 河川行政の施策等 技術基準・マニュアル類 主な実践事例 

～1980
年代 

1969 都市河川環境整備事業 
1981 河川環境管理のあり方について（河川審議会答申） 
1983 河川環境管理基本計画の策定について 
1984 美しい国土建設のために－景観形成の理念と動向－（建設

大臣諮問機関取りまとめ） 
1987 ふるさとの川モデル事業，ﾏｲﾀｳﾝ･ﾏｲﾘﾊ゙ ｰ整備事業 
1987 高規格堤防（スーパー堤防）整備 
1988 桜づつみモデル事業 

 
 
 
 
 
1987 水辺空間の魅力と創造 
1988 水辺の景観設計 
1988 河川公園の景観計画･設計 

1971 一の坂川護岸 
1976 太田川基町環境整備 
 
1982 いたち川自然復元 
1984 多摩川兵庫島環境護岸 
 
1988 横手川ふるさとの川整備 

1990 
年代 

1990 「多自然型川づくり」実施要領，河川水辺の国勢調査 
1991 魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 
1992 正常流量検討の手引き（案），全国多自然川づくり会議 
 
1993 清流ルネッサンス21 
 
1995 今後の河川環境のあり方について（河川審議会答申） 
1996 地域交流拠点「水辺プラザ」，水辺の楽校プロジェクト 
1997 河川法改正，環境影響評価法 
1998 自然共生研究センターの設立 
1998 河川を活かした都市の再構築の基本的方向 中間報告（河

川審議会都市内河川小委員会） 

1990 河川構造物の景観ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝﾏﾆｭｱﾙ（案） 
1990 まちと水辺に豊かな自然を 
1992 自然環境復元の技術 
1992 まちと水辺に豊かな自然をⅡ 
1993 景観設計ガイドライン（護岸） 
1994 河川風景デザイン 
1995 川の親水プランとデザイン 
1996 景観設計ガイドライン(水門・樋門) 
1996 まちと水辺に豊かな自然をⅢ 
1998 中小河川における多自然型川づくり 
1998 美しい山河を守る災害復旧基本方針 
1999 河川における樹木管理の手引き 

1990 茂漁川，和泉川ふるさとの川整備 
1991 津和野川ふるさとの川整備，八東川多

自然型川づくり，矢作川古鼡水辺公園 
1992 精進川ふるさとの川整備 
 
 
1995 阿武隈川渡利水辺の楽校，一乗谷川ふ

るさとの川整備，子吉川二十六木地区

多自然型川づくり 
1997 菊池川小浜地区 
1998 板櫃川水辺の楽校，忠別川，子吉川癒

しの川整備 

2000年
～ 

2000 河川における市民団体等との連携方策のあり方について

（河川審議会答申） 
2001 清流ルネッサンスⅡ 
2002 自然再生推進法 
2004 景観法 
2005 多自然川づくりアドバイザー制度 
2006 河川景観ガイドライン 
2006 多自然型川づくりﾚﾋ゙ ｭー ，多自然川づくり基本方針の策定 
2007 河川環境の整備・保全に関する政策ﾚﾋ゙ ｭー  
2007 国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針(案) 
2009 公共事業における景観整備に関する事後評価の手引き(案) 
2009 「かわまちづくり」支援制度 
2011 河川敷地占用許可準則改正 
2016 河川敷地占用許可準則改正 
2017 河川法改正20年多自然川づくり推進委員会提言 

2000 河川環境の保全と復元 
2001 河川を活かしたまちづくりに関する検討

～中間とりまとめ～ 
2002 河川を活かしたまちづくり事例集 
2004 河川を活かしたまちづくり事例集Ⅱ 
2004 魚がのぼりやすい川づくりの手引き 
2008 河川景観デザイン 
2008 景観デザイン規範事例集 
2010 中小河川の河道計画に関する技術基準 
2011 多自然川づくりポイントブックⅢ 
2011 河川・海岸構造物の復旧における景観配

慮の手引き 
2014 美しい山河を守る災害復旧基本方針(改訂) 

2000 黒目川 
2002 嘉瀬川石井樋地区 
2003 白川緑の区間 
2004 遠賀川直方の水辺整備 
2005 野川自然再生 
2006 上西郷川里川の再生，川内川災害復旧 
2007 新川千本桜 
2011 宮川堤防改修 
2013 糸貫川清流平和公園 
 
※計画または設計開始年を記載 
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になってしまっており，河川の立場からものを言っても

市民に響かない」との問題意識が事務所内にあった．そ

こで都市の立場から，川を都市施設として考えるという

基本指針の下，都市と川との一体性や，都市の側からみ

た河川とはどのようなものか，といった調査がなされ，

その結果が護岸及び河川敷の景観設計に反映された（基

町環境整備）．国土景観における水辺の重要性が強調さ

れる（1984年「美しい国土建設のために－景観形成の理

念と動向－」）以前に行われた，画期的な取組みである．

太田川の景観設計の実践を機に，河川分野における景観

研究が展開されていった． 
b)社会的な要請と河川行政の対応 
川は水と緑の貴重なオープンスペースであり，地域社

会にうるおいを与えるとともに，まちの景観形成や余暇

の有効利用などにおいて重要な役割を果たすもの，とい

う認識が広がり始めた時代であり，河川事業にも反映さ

れ始めた時代である．河川の機能として“景観”が初め

て提案されたのは1971年のことである9)．河川の機能に

は流水機能（治水・利水機能）と親水機能があるとされ，

河川景観は親水機能の中の一つとして示されている． 
オイルショック（1973年）後には，アメニティや生活

のゆとりを重視しようという傾向が高まり，河川行政で

は 1981年に河川環境管理の重要性が提示された（河川審

議会答申）．答申では「今日，河川環境は国民の生活環

境の形成に一層重要な役割を担うべき状況にある」，

「国民的要請にこたえ，豊かで潤いのある河川環境の保

全と創造に努め，もって国民の健康で文化的な生活の確

保を図ることが必要」と指摘されており，治水，利水，

河川環境が十分に調和がとれるように河川管理を行うこ

との重要性が謳われている．これを受けて，各地の河川

において河川環境管理基本計画の策定が進められていく． 
また，1987年からの第7次治水事業五箇年計画におい

て「うるおいとふれあいのある水辺環境の形成」が目標

の一つに上げられ，安全でうるおいのある水辺空間の創

出を目指した「ふるさとの川モデル事業」等が創設され，

まちづくりと一体となった水辺空間の整備が進められる

ようになった． 
 

c)研究の動向 
系譜図を俯瞰すると，①都市の中に流れている川（水

辺）の位置づけを都市の側から把握しようとしたもの，

②川・水辺空間において人々がどのように活動している

か調査し，人と川との関係を考えたもの，③川を人工物

ではなく自然なものと捉え，自然性の高い川の設計手法

を検討したもの，の３つのアプローチに分けることがで

きた．なお，いずれも太田川と同様に河川管理の現場で

行われた調査から，景観研究に結びつく流れが見られる

のが特徴的である（多摩川，淀川，菊池川，横浜市等）． 
土研では1983年から都市河川研究室において，これま

で河川工学分野で殆ど行われていなかった“河川環境”

をターゲットとして，平常時の川の魅力を探る研究が始

められた14)．各地の河川での現地調査や，地方建設局

（現・地方整備局）を通じて収集した全国の川のデータ

をもとに分析が行われ，成果は研究資料（土研資料）だ

けでなく論文化された．1987年には，川の魅力を河川整

備に反映するための計画論がまとめられ，「水辺空間の

魅力と創造」15)として発刊された．同書では，治水・利

水機能と環境の調和の考え方についても言及されている． 
また1987年からは，建設省技術研究会16)の研究テーマ

に「水辺空間の環境評価に関する研究」が設定された．

ここでは1984年の提言において重要性が強調された，親

水活動及び景観の観点から水辺空間の評価検討が行われ

た．これらの研究成果は，90年代に発刊される各種ガイ

ドラインの基礎材料となっている． 
ほぼ同時期に，緑化研究室において「河川公園景観計

画に関する調査」（1985年～）が実施されている．東京

オリンピック（1964年）以降，国民の体力づくりの場と

して河川敷への公園整備が進められていたが（1969年河

川環境整備事業），従来の都市公園の計画・設計手法が

なじまないこと等から，河川の魅力である自然度の高い

景観を引き出す計画・手法が検討された．成果は「河川

公園の景観計画・設計」17)として出版されるとともに，

以降の現場での実践に反映された（阿武隈川等）． 
d)現場での実践 
デザイン実践の事例は少なく，太田川の他は数例のみ

である． 1988年には，主に太田川から発展した研究・デ

表-2 河川環境・景観の捉え方の変遷 

1971都市河川の機能について 9) 
1981河川環境管理のあり方に

ついて 
1997河川法改正 10) 

1997新しい河川景観の概念と

その整備 11) 
2006河川景観ガイドライン 12) 

河川の機能を，流水機能（治

水，利水）と親水機能に分類 

【親水機能】 

心理的満足 
レクリエーション 
公園 
エコロジー 
空間 
景観 
商業 

治水及び利水機能に加えて，

河川環境管理の重要性を提示 
【河川環境】 
水と空間の統合体である河川

の存在そのものによって，人

間の日常生活に恵沢を与え，

その生活環境の形成に深く関

わっているもの 

【河川環境】 
“河川の自然環境（河川の流水に

生息・繁茂する水生動植物，流水

を囲む水辺地等に生育・繁茂する

陸生動植物の多様な生態系” 
及び“河川と人との関わりにおけ

る生活環境（流水の水質(底質を含

む)，河川に係る水と緑の景観，河

川空間のアメニティ等）” 

【河川景観】 
水流，流砂，地形変化，植生

の相互作用系としての河相に

生息環境，人間活動に関わる

機能を付与したもの 
 
機能：治水，利水，環境（親

水・生態系保全） 

【河川景観】 
地形，地質，気候，植生等様々な

自然環境や人間の活動，それらの

時間的・空間的な関係や相互作

用，そしてその履歴等も含んだ環

境の総体的な姿 
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ザイン実践例を取りまとめた「水辺の景観設計」18)が発

刊され，河川景観計画・設計の枠組みが提案された． 
一方で，人にとって利用しやすい親水デザインだけで

なく，人間以外の生物・生態系に配慮し，河道特性，川

の営みを尊重するデザインが実践されている（一の坂川
19)，いたち川 20)）．(2)で後述する多自然型川づくりが始

まる以前の先駆的な取組みである． 

 
(2) 90年代 

図-2に1990年代の系譜図を示す．作成方法は図-1と同

様である． 
a)社会的な要請と河川行政の対応  
地球温暖化，オゾン層破壊，酸性雨，生物多様性の減

少など，地球環境問題への関心が高まった時代である．

河川行政に対しては，治水・利水事業による河川環境の

悪化や生態系への影響が懸念され，長良川河口堰，吉野

川第十堰等の建設反対運動につながった． 
一方で，ドイツ，スイス等で1960年代から進展してき

た近自然河川工法21)を国内に導入しようとする動きが現

れ，1990年に「多自然型川づくり」の推進について通達

が出された．これにより「河川が本来有している生物の

良好な生育環境に配慮し，あわせて美しい自然景観を保

全または創出」する「多自然川型川づくり」がパイロッ

ト的に実施されることになった．同時に「河川水辺の国

勢調査」が開始され，生物の生息・生育状況や河川状況

等，河川環境に関する基礎的な情報が全国的に収集され

るようになり，翌1991年からは魚類の遡上・降下環境改

善対策が行われるようになった．生態系の保全に軸足が

大きく変化するとともに，多自然型川づくりが興隆した

時代といえよう． 「今後の河川環境のあり方について」

（1995年答申）では，多自然型川づくりを広く普及させ

るとともに，災害復旧事業においても生物の生息・生育

環境への配慮を強化すること等が求められている． 
1997年には河川法が改正され，法の目的に「河川環境

の整備と保全」が位置づけられた．ここでの河川環境は，

“河川の自然環境”及び“河川と人との関わりにおける

生活環境”から成るものとされている．また，河川整備

計画策定時における住民意見の聴取が明記された． 
b)研究の動向 
系譜図を俯瞰すると，①80年代成果の活用・発展，②

「景観」の捉え方の広域化，等の特徴が把握できた． 
①については，「属性による評価への影響把握」，

「シミュレーションシステムの開発」，等のカテゴリの

研究が該当する．住民の意見を踏まえた整備計画を策定

することを目指し，住民の属性が評価にどのような影響

を与えるかに着目したり，実用的な景観評価手法の開発

を志向したものである．また，80年代以降に整備された

箇所の「事業効果の把握検討」カテゴリが出現する． 
研究成果を活用して，景観的操作が比較的行いやすい

護岸，風景の中で目立つ存在となりやすい水門・樋門等

の河川構造物設計ガイドライン，樹木管理の手引き，親

水整備に関するマニュアル等が取りまとめられている． 
②については，水量（流量）や水質における景観面か

らの検討，音環境，自然景観の変遷等の研究が該当する．

また，水理学的なアプローチから河川景観を捉える潮流

も現れる．すなわち，河川は水流，流砂，河道地形，植

生の相互作用により形成され，これがもたらす川の姿

（河相）が様々な機能（治水・利水・環境）を担ってい

るというものである．辻本は，この状態を「河川景観」

と定義している11)．河相の形成要因や特性を把握しよう

とする取組みは1980年代から土研で実施され始めたもの

である（図-1参照）．以降，河相の関係解明に関する研

究が主に水理学・河川工学の分野で実施されているが，

系譜図からは割愛している．  
土研では，河川環境管理基本計画のうち，水環境管理

計画の策定に必要となる目標水量・水質の考え方につい

て検討が行われた．水量（流量）の景観的評価について

は，景勝地・観光地や河川とかかわりの深い行事の行わ

れる場所等において良好な景観の維持・形成を図るため

に最低限必要な流量の設定手法が検討され，「正常流量

検討の手引き（案）」22)に反映されている．水質につい

ては，BOD等の水質指標と人がが感じる“水のきれい

さ”の評価に乖離が見られることから，河川の外観から

見た指標が検討され，「今後の河川水質管理の指標につ

いて（案）」へ反映されている．1994年には，それまで

の研究成果や知見を取りまとめた景観調査・設計マニュ

アル「河川風景デザイン」23)が発刊された． 
1993年には，国民の価値観の多様化に伴い，地域の個

性や美しさなどに対する関心が高まっていることなどを

受け，建設省総合技術開発プロジェクト24)に初めて景観

に関する課題（美しい景観の総合技術の開発）が設定さ

れた．このうち河川分野では，自然的な河川景観の評価

手法，デザイン手法の検討が行われた．ここで，河川の

自然景観は水，河道微地形・河床材料等の空間，植物・

動物等の生物などの自然物から構成されているもの，と

定義され，自然に形づくらせるデザイン，構造物が自然

の中に溶け込むデザイン，変動を許容するデザインが志

向された． 
後続のプロジェクト課題は，社会の生態系の保全に関

わる動き（生物多様性国家戦略(1995)，環境影響評価法

(1997)）に対応した「生態系の保全・生息空間の創造技

術の開発」であり，河川環境分野の研究は，河川事業に

よる自然環境への影響予測手法に関するものが主軸とな

っていく． 
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c)現場での実践 
ふるさとの川整備事業（認定186河川），多自然型川

づくり等，各地で水辺空間の整備が実施されたが，80年
代の研究・実践成果が活用されている事例は稀である

（和泉川，津和野川，阿武隈川等）．また，各現場で独

自に工夫された，良好な実践例については，一部事例集
25)等で紹介されているものの，各事業個所の評価や分析

が十分に行われているとは言えない． 
 
(3) 21世紀 

図-3に，21世紀に入って以降の系譜図を示す（2016年
まで）．左端には，2001年に設立された国総研で行われ

た研究についても記載してある． 
a)社会的な要請と河川行政の対応 
引き続き，地球環境問題が大きな課題であり，自然と

の共生等による，持続可能な社会の構築が求められてい

る．河川行政では，既往の人為的な影響で損なわれてし

まった河川等の自然環境を再生することを目的とした自

然再生事業が創設された（2002年）． 事業の実施にあた

っては，流域の視点から計画を策定する，順応的・段階

的な事業の実施，NPOとの連携，に留意することとされ

ている．河川におけるNPOや市民団体による活動は，清

掃美化，水質･生物調査や保全等が各地で取り組まれて

おり，「河川における市民団体等との連携方策のあり方

について」（2000年答申）により，市民との連携･協働

の位置づけがより明確化された． 
また，美しい自然と調和した国土整備を進めていくた

め，美しい国づくり政策大綱(2003)，景観法の成立(2004)
等の国土交通省の取り組みを受けて，2006年に河川景観

ガイドラインが取りまとめられた．2008年にはガイドラ

インの解説書として，「河川景観デザイン」12)が出版さ

れている． 
既往政策のレビューも行われた．多自然型川づくりレ

ビュー(2006)では，多自然型川づくりが定着しつつある

一方で，依然として画一的な標準断面形での河道計画や，

河床や水際の単調化など，課題の残る川づくりも多く見

られると評価され，普遍的な川づくりの姿としての「多

自然川づくり」への移行，及び「多自然川づくり基本方

針」の策定が行われた．河川環境の整備・保全に関する

政策レビュー(2007)では，ふるさとの川整備事業等につ

いて一定の評価が得られ，今後はさらに，すべての川を

地域の人が親しみ誇れる川にすることを目標とすべきで

ある，と総括されている．なお，ふるさとの川整備事業

や水辺プラザ等を統合し，2009年より「かわまちづくり 」
支援制度が創設された（2015年までに148箇所登録）． 
「かわまちづくり」支援制度は，良好なまちと水辺が

融合した空間形成の円滑な推進を図るものであり，ハー

ド施策による支援のみならず，規制緩和（河川敷地占用

許可準則の改正）による河川空間の利用促進等のソフト

施策も合わせて進められている． 
b)研究の傾向 
系譜図を俯瞰すると，これまでの年代にはなかったカ

テゴリである「市民参加の手法検討」の登場が特徴的で

ある．また，前年代に比べて計画・設計手法に関する論

文やマニュアル類が減少している傾向が読み取れる．各

地での実践が主流となっているものと考えられる． 
河川工学分野では，生態学分野と連携し，生態学的な

観点から河川を理解し，川のあるべき姿を探ることを目

的として，河川生態学術研究（1995年～）が進められて

おり，研究成果が上がってきている（「変動要因の解明」

カテゴリ）．河道特性の変遷と環境予測，生態系の応答

の分析等が実施されている． 
 国総研・土研での研究も同様に，河川事業における人

為的な働きかけ（インパクト）に対する河川の自然環境

の応答（レスポンス）の関係分析，生態系への影響予測

等に関する研究に重点が置かれている． 
2004年から，国総研「美しい国土の創造」WGにおい

て，景観検討の有効な進め方，検討体制等について調

査・把握している．また2008年には，景観・デザインに

配慮した設計を行う際に参考となる「よい事例」を集め

て技術的情報を解説した資料集26)を取りまとめている． 
2011年に，「中小河川に関する河道計画の技術基準」

の解説書である「多自然川づくりポイントブックⅢ」27)

が取りまとめられ，護岸が露出する場合の景観面からの

留意事項が記された．同年より土研において，留意事項

の具体的な条件に関する検討が行われている． 
c)現場での実践 
市民等との連携による計画・設計時のマネジメント方

法（白川28)，上西郷川29)），災害復旧時の景観検討（川

内川30), 31)）等，特色ある実践例が紹介されている．事例

集等で紹介されているのは黒目川12)，嘉瀬川26)までであ

る． 
 
４．今後の方向性 
 
３．で整理した河川景観研究の動向を要約すると，河

川管理の現場での調査から始まった河川景観研究は，80
年代に計画・設計の枠組みができあがり，主に90年代以

降に各地での実践例が増加した．また河川という研究対

象の独自性として，河川における現象（水理，地形，生

物等）には，自然的・人為的な外力条件により複雑に変

化し，時系列的な変動があること，加えて外力条件には

河川毎に個別性があること，等を考慮する必要があり，

景観の捉え方及び研究アプローチが多様化していった．
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面

に
関
す
る
計
量
心
理
学
的
評
価
手

法
の
適
用
事
例
（
吉
田
･吉
田
）

桂
川
嵐
山

地
区

19
77
景
観
か
ら
見
た
太
田
川
市
内

派
川
の
調
査
研
究
（
建
設
省
太
田

川
工
事
事
務
所
・
東
京
工
業
大
学

中
村
研
究
室
）

19
77
広
島
市
太
田
川
市
内
派

川
の
イ
メ
ー
ジ
解
析
（
そ
の

１
）
（
小
野
･中
村
他
）

19
81
都
市
・
広
島
の
発
展

と
太
田
川
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
実
証
的
研
究

（
松
浦
）

19
80
水
空
間
の
計
画

的
研
究
，
特
に
河
川
を

中
心
と
し
た
事
例
研
究

（
鈴
木
・
山
道
）

多
摩
川

･浅
川

19
82
利
水
事
業
調
査
報

告
，
親
し
め
る
川
づ
く

り
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
江
戸
川
区
環

境
促
進
事
業
団
）

19
82
河
川
景
観
調
査
業

務
報
告
書
（
建
設
省
淀

川
工
事
事
務
所
）

尼
崎
市

19
84
都
市
河
川

再
生
の
論
理
と

課
題
（
吉
村
）

19
83
河
川
環
境
基
礎
調
査
報

告
書
（
横
浜
市
下
水
道
局
）

い
た
ち
川

・
和

泉
川

19
84
河
川
の
親
水
機
能
と
道
具
だ
て

の
関
係
に
つ
い
て
（
土
研
資
料
：
馬

場
･島
谷
）

19
85
通
常
時
の
河
川
に
お
け

る
人
間
活
動
（
親
水
行
動
）
と

河
川
構
造
（
土
研
資
料
：
松

浦
･谷
本
）

19
85
か
わ
と
人
々
の
活
動
と
の

か
か
わ
り
方
（
土
研
資
料
：
松

浦
･島
谷
）

19
85
河
川
環
境
向
上
手
法
（
事
例
研

究
）
（
土
研
資
料
：
松
浦
･島
谷
）

19
86
我
が
国
の
都
市
と

水
空
間
と
の
係
わ
り
（
土

研
資
料
：
松
浦
･島
谷
）

19
86
全
国
親
水
活
動
の
実
態
調

査
（
土
研
資
料
：
松
浦
･島

谷
）

19
86
河
川
公
園
景
観

計
画
調
査

(土
研
資

料
：
井
上
･篠
原
他

)

19
87

:水
辺
空
間
の
魅
力

と
創
造
（
松
浦
･島
谷
）

人
と
川
の
関
係

19
85
河
川
の
景
観
設
計

（
北
村
･岡
田
）

19
82
河
川
景
観
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
案
）
（
建
設
省
菊
池

川
工
事
事
務
所
）

19
84
多
摩
川
兵
庫
島
周

辺
地
区
環
境
護
岸
計
画
調

査
（
野
川
右
岸
）
（
建
設

省
京
浜
工
事
事
務
所
）

野
川

菊
池
川

横
浜
市
内

河
川

19
87
治
水
･利
水
施
設
の

河
川
環
境
面
か
ら
の
評
価

（
松
浦
･島
谷
）

19
88

:水
辺
の
景
観
設
計

（
樋
口
・
北
村
･岡
田
･

伊
藤
・
北
川
他
）

19
82

:新
体
系
土
木
工
学

59
土
木
景
観
計
画
（
篠
原
）

19
74
新
版
土
木
工
学
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク

19
88

: 河
川
公
園
の
景
観

計
画
･設
計
（
土
研
緑
化

研
究
室
）

19
89
河
川
の
視
点
場
に

関
す
る
研
究
（
土
研
資

料
：
北
川
･島
谷
他
）

19
89
水
辺
階
段
の
型

と
形
に
関
す
る
研
究

（
石
井
･篠
原
他
）

19
89
河
川
を
軸
と

し
た
都
市
空
間
の
評

価
と
認
知
（
小
池
・

玉
井
・
岡
村
）

19
89
川
辺
の
樹
木
に
関

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
(北
川
・
島
谷
他

)

景
観
素
材

19
89
河
川
環
境
イ

メ
ー
ジ
の
形
成
過
程

と
河
川
利
用
行
動
特

性
(山
下
･元
永
他

)
属
性
に
よ
る
評
価
へ
の
影
響
把
握

空
間
認
識
構
造
の
把
握

19
89
水
辺
体
験
と
社
会
的
属

性
に
基
づ
い
た
住
民
の
河
川

環
境
に
対
す
る
意
識
構
造
の

分
析

(山
下
･元
永
他

)

19
89
河
川
環
境
改

善
効
果
の
計
測
方

法
の
比
較
分
析

（
平
松
･肥
田
野
）

19
83
地
域
の

水
環
境
評
価
に

関
す
る
研
究

（
村
川
他
）

八
幡
町
（

長
良
川

）

19
88
河
川
景
観

評
価
因
子
と
空

間
構
成
要
素
の

関
わ
り
に
つ
い

て
（
高
科
）

19
86
河
川
イ
メ
ー
ジ
に

関
す
る
研
究
（
土
研
資

料
：
松
浦
･島
谷
）

神
戸
市
内

河
川

19
82
神
戸
市
都
市
景
観

形
成
基
本
計
画

19
88
都
市
河
川
の

環
境
デ
ザ
イ
ン

（
吉
村
）

19
88
水
辺
の
緑
の

型
と
設
計
原
則

（
篠
原
･伊
藤
）

19
94
歴
史
的
河
川
構
造
物
事
例

集
(土
研
資
料
：
島
谷
･皆
川

)

19
88
伝
統
的
治
水
工
法

に
関
す
る
調
査
（
土
研

資
料
：
北
川
･島
谷
他
）

19
88
･8

9
水
辺
空
間
の
環
境

評
価
に
関
す
る
研

究
（
建
設
省
技
術

研
究
会
報
告
）

19
82
風
景
学
入
門

（
中
村
）

19
81
河
道
特
性
論
ﾉｰ
ﾄ(
土
研
資
料
：

山
本

)

19
51
河
相
論

（
安
藝
）

19
83
多
摩
川
河
川
敷

の
植
物
群
落
の
多
様

性
に
及
ぼ
す
河
川
敷

利
用
の
影
響

(倉
本

)

自
然
景
観
へ
の
影
響

19
87
景
観
か
ら
み
た
都
市

と
河
川
の
調
和
（
土
研
資

料
：
松
浦
･島
谷
他
）

19
88
都
市
河
川
空
間

の
評
価
構
造
に
関
す
る

研
究

(小
池
･玉
井
他

)

19
84
多
摩
川
河
辺
植

物
群
落
の
帯
状
分
布

と
そ
の
人
間
活
動
に

よ
る
変
化
（
倉
本
）

景
観
の
形
成
要
因

19
87
戦
前
の
鴨
川
改

修
計
画
に
お
け
る
環
境

面
の
配
慮

(松
浦

)

建
築
学
会
系

土
木
学
会
系

造
園
学
会
系

そ
の
他
（
書
籍
･資
料
）

都
市
学
会
系

室
見
川

那
珂
川

19
87
河
川
空
間
に
お
け
る

人
の
動
き
の
パ
タ
ー
ン
の
分

析
と
そ
の
河
川
景
観
設
計
へ

の
適
用
（
中
村
･岡
田
他
）

空 間 と 人 々 の 行 動

土
研
の
研
究
に
つ
い
て

19
78

年
か

ら
，

全
国
の

直
轄
河

川
の
河

道
情
報

を

も
と

に
河
道

特
性
を

調
査
【

河
川
研

究
室
】

19
83

年
か

ら
「
都

市
域

に
望
ま

れ
る
河

川
像
に

関
す

る
研
究

」
を
開

始
【
都

市
河
川

研
究
室

】

19
85

か
わ

と
人

々
の
活

動
と
の

か
か

わ
り

方
（
右

図
に
記

載
）

19
86

我
が

国
の

都
市
と

水
空
間

と
の

係
わ

り
，
河

川
イ
メ

ー
ジ
に

関
す
る

研
究

，
全
国

親
水
活

動
の
実

態
調
査

（
右

図
に
記

載
）

19
87

こ
れ

ま
で

の
成
果

を
出
版

．
環

境
面

か
ら
み

た
河
川

の
魅
力

の
整

備
計

画
へ

の
反
映

手
法

･事
例

，
治

水
･利

水
と

環
境

の
調

和
に
つ

い
て
記

載
．

都
市

河
川

環
境

整
備
事

業
(1

96
9）

以
降

，
河

川
敷

へ
の

都
市
公

園
の
整

備
が
進

め
ら
れ

て
い

る

19
87

年
か

ら
2か

年
に

わ
た

り
，
親

水
活
動

及
び

景
観

の
観
点

よ
り
水

辺
空
間

の
評
価

及
び
景

観
設

計
手

法
を

検
討
【

土
研
＋

地
整
等

】
（
建

設
省

技
術

研
究

会
）

土
研
の
研
究
・
資
料

査
読
な
し
論
文
等

第
三

次
全

総
（

19
77
）

各
地
域

に
お
い

て
，

自
然

的
，
社

会
的
，

歴
史
的

条
件
に

沿
っ
て

，
居

住
環

境
を

計
画
的

に
整
備

す
る
必

要
性
．

河
川

は
自
然

的
な
営

み
が
行

わ
れ
て

い
る
貴

重
な

住
環
境

の
一
つ

の
要
素

川
ら
し
さ

地
域

や
都
市

に
望
ま

れ
る
河

川
と
は

？

一
般

的
な
都

市
公
園

の
計
画

･設
計

手
法

が
な
じ

ま
な
い

19
85

年
か

ら
「
河

川
公

園
景
観

計
画
に

関
す
る

調
査

」
を
開

始
【
緑

化
研
究

室
】

19
86

河
川

公
園

景
観
計

画
調
査

（
右

図
に

記
載
）

19
88

河
川

が
有

す
る
自

然
度
の

高
い

景
観

を
生
か

し
た
計

画
・
設

計
手
法

の
要

点
を
と

り
ま
と

め
て
出

版

水
辺

空
間
を

ど
の
よ

う
に
評

価
す
べ

き
か
？

提
言

(
19

84
)に

お
い
て

，
水
辺

空
間
の

重
要
性

が
特

に
景
観

面
か
ら

取
り
上

げ
ら
れ

，
水
辺

が
人

々
の

暮
ら

し
と
と

も
に
あ

っ
た
こ

と
，
親

し
め

る
岸

辺
が

望
ま
れ

て
い
る

な
ど
親

水
活
動

面
が

強
調

さ
れ

た

戦
後

の
河
川

工
学
は

，
力
学

的
，
解

析
的
な

方
法

論
が
主

流
と
な

り
，
川

で
起
こ

る
種
々

の
現

象
を
特

性
と
し

て
捉
え

て
こ
な

か
っ
た

河
道

特
性
を

把
握
し

た
上
で

河
川

計
画

を
立
て

る
べ
き

19
88
河
道
特
性
論

(土
研
資
料
：
山
本

)

多
摩
川
・

荒
川

19
90

年
代

に
出

版
さ
れ

る
各
種

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

の
基

礎
資
料

と
な
る

同
色
の
書
籍
･資
料
の
参
考
文
献
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図
-2
 
河
川
景
観
研
究
系
譜
図
（

19
90
年
代
）
 

19
90
水
辺
に
関
す

る
履
歴
に
基
づ
い

た
住
民
の
都
市
河

川
評
価
と
利
用
頻

度
の
分
析
（
山
下
･

元
永
他
）

19
92
画
像
処
理
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た

河
川
空
間
整
備
手

法
に
関
す
る
研
究

（
安
部
･増
田
他
）

19
92
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

画
像
処
理
に
よ
る
河
川

環
境
整
備
案
に
対
す
る

住
民
意
識
評
価
構
造
の

分
析
（
西
名
･村
川
）

19
93
周
辺
景
観
を

考
慮
し
た
都
市
河

川
空
間
整
備
モ
デ

ル
に
関
す
る
研
究

（
増
田
･安
部
他
）

19
93
都
市
化
に

伴
う
住
民
の
意

識
・
行
動
変
化
か

ら
見
た
親
水
行
動

特
性
に
関
す
る
研

究
（
渡
辺
･畔
柳

他
）

19
94
河
川
の
注
目

点
と
視
覚
的
領
域

感
覚
に
関
す
る
調

査
研
究
（
赤
谷
･

安
藤
他
）

19
94
川
ら
し
さ
を

創
出
す
る
河
川
空

間
整
備
モ
デ
ル
に

関
す
る
研
究
（
増

田
･安
部
他
）

19
95

CG
画
像
評
価

に
よ
る
都
市
河
川

空
間
整
備
モ
デ
ル

に
関
す
る
研
究

（
安
部
･増
田
他
）

19
96

CG
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
用
い
た
都

市
河
川
空
間
の
整
備

手
法
に
関
す
る
研
究

（
下
村
･増
田
他
）

19
96
河
川
景
観
の

画
像
特
徴
量
と
被

験
者
注
視
点
の
関

連
(村
川
･西
名
他

)

19
96
広
重
の
浮
世

絵
風
景
画
に
描
か

れ
た
河
川
景
観
の

構
図
に
関
す
る
一

考
察

(鵤
･萩
島
他

)

19
96
日
本
庭
園

方
式
の
ア
ー
ス

デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
河
川
空
間
整

備
(伊
藤
･天
野

)

19
96
河
川
改
修
後
の

自
然
景
観
の
変
化
に

関
す
る
一
考
察
（
皆

川
・
島
谷
）

19
96
河
川
空
間

の
設
計
意
図
と
利

用
実
態
と
の
整
合

性
に
関
す
る
研
究

（
岡
田
）

19
97
国
内
外
河
川

景
観
の
評
価
特
性

の
比
較
分
析
（
西

名
・
村
川
）

19
97
河
川
景
観
評

価
予
測
モ
デ
ル
の
作

成
と
適
用
性
の
検
討

（
西
名
･村
川
）

19
97
都
市
域
に

お
け
る
河
川
利
用

行
動
の
選
択
構
造

に
関
す
る
研
究

（
清
水
･張
他
）

19
97
高
密
度
住
宅

空
間
に
お
け
る
水

辺
環
境
の
効
果
に

関
す
る
研
究
（
田

島
･渡
辺
他
）

19
98
景
観
か

ら
見
た
平
常

時
の
河
川
目

標
流
量
の
設

定
に
関
す
る

研
究

(島
谷

)

19
98
河
川
環
境

の
現
況
整
備
と
修

景
整
備
案
に
対
す

る
住
民
の
評
価
構

造
の
分
析
（
村

川
･西
名
他
）

19
99
河
川
景
観
の

画
像
特
徴
量
と
被

験
者
の
心
理
的
評

価
構
造
の
関
連

(村
川
・
西
名
他

)

19
99
河
川
空
間
に

対
す
る
児
童
の
活

動
特
性
と
イ
メ
ー

ジ
特
性
に
関
す
る

研
究
（
畔
柳
・
石

井
他
）

19
99
都
市
内
河

川
空
間
に
お
け
る

住
民
の
利
用
行
動

特
性
の
分
析
（
西

名
･村
川
他
）

19
90
河
川
構

造
物
の
景
観

デ
ザ
イ
ン
マ

ニ
ュ
ア
ル

（
案
）

(建
設

省
太
田
川
工

事
事
務
所

)

19
90
伝
統
的
な

水
辺
の
ア
ー
ス
･

デ
ザ
イ
ン
の
型
と

デ
ザ
イ
ン
原
則
に

関
す
る
研
究
（
上

島
･篠
原
）

19
91
河
川
空
間

の
整
備
効
果
に
関

す
る
研
究
（
増

田
･岩
崎
他
）

19
91
河
川
景
観
画

像
の
呈
示
方
法
に

よ
る
被
験
者
評
価

結
果
の
比
較
（
村

川
･西
名
他
）

属
性
に
よ
る
評
価

へ
の
影
響
把
握

有 効 な 設 計 手 法 の 提 示

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の 開 発

事 業 効 果 の 把 握

19
92
水
辺
の
価

値
に
関
す
る
研

究
（
土
研
資
料

:
島
谷
他
）

19
92
子
供
の
目
に

映
っ
た
河
川
環
境

と
そ
の
評
価
に
関

す
る
研
究
（
山
下
･

坂
本
他
）

19
91
東
京
都
河
川
景
観

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）

19
93
川
の
風
景
を
考
え
る

景
観
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
護
岸
）
（
ﾘﾊ
ﾞﾌ
ﾛ）

視
覚
認
知
特
性

の
把
握

19
94
河
川
風
景
デ
ザ
イ
ン

（
島
谷
編
）

19
95
写
真
投
影
法

に
よ
る
河
川
景
観

の
構
造
に
関
す
る

研
究
（
山
下
）

空 間 認 識 構 造 の 把 握

19
96
河
川
景
観
の

構
図
と
河
川
の
規

模
と
の
関
係
に
つ

い
て
（
山
下
）

変
遷
景
観
の

特
性
把
握

19
97
江
戸
の

河
岸
の
空
間

デ
ザ
イ
ン
と

そ
の
規
範
に

関
す
る
研
究

（
橋
本
･堀
）

19
97
自
然
の
河

川
の
姿
に
範
を

と
っ
た
非
決
定

的
な
デ
ザ
イ
ン

手
法
に
よ
る
河

川
空
間
整
備

（
伊
藤
･天
野
）

19
94
沖
積
河
川
学

堆
積

環
境
の
視
点
か
ら

(山
本

)

多
摩

川
・

野
川

津
和

野
川

尼
崎

市
内

河
川

隅
田

川
，

神
田

川
，

中
島

川

19
90
北
上
川
の
流
軸

景
に
お
け
る
開
運
橋

か
ら
の
岩
手
山
の
眺

望
の
確
保
に
つ
い
て

（
赤
谷
･安
藤
他
）

景
観
類
型
の

抽
出

都
市
に
お
け
る

水
辺
の
評
価

広
島

県
瀬

野
川

景
観
評
価
手
法
の
考
案

19
96
都
市
域
に

お
け
る
水
辺
計
画

の
作
成
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
研
究

(高
橋
･萩
原
他

)

行
動
予
測

モ
デ
ル
の
開
発

景
観
目
標
の
設
定

19
99
都
市
の
水
辺
と

人
間
行
動
（
畔
柳
・

渡
辺
）

19
96
川
の
風
景
を
考
え
る

景
観
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
水
門
･樋
門
）

(ﾘﾊ
ﾞﾌ
ﾛ)

19
84

:認
知
と
心
理
学

（
大
山
･東
） 19

96
河
川
の

自
然
景
観
の

評
価
に
関
す

る
研
究

(皆
川
･

島
谷

)

評
価
軸
の
検
討

19
98

自
然
的
な
河

川
風
景
の
創

造
技
術
に
関

す
る
研
究

(建
設
省
総
プ
ロ

報
告
書

)

19
99
扇
状
地
部
に

お
け
る
河
川
の
自

然
環
境
保
全
・
復

元
目
標
の
指
標
化

に
関
す
る
研
究

(皆
川
･島
谷
）

19
98
景
観

か
ら
見
た

河
川
水
質

に
関
す
る

研
究

(島
谷
･皆
川

)

19
96
多
摩
川
扇
状
地

河
道
部
の
河
道
内
植

生
分
布
の
変
化
と
そ

の
変
化
要
因
と
の
関

連
性

(李
･山
本
他

)

19
92
親
水
行
動

と
河
川
水
質
に
関

す
る
研
究
（
島

谷
･保
持
他
）

19
92
自
然
環
境
復
元
の
技
術

（
杉
山
・
進
士
編
）

19
95
川
の
親
水
プ
ラ
ン
と
デ

ザ
イ
ン

(ﾘ
ﾊﾞ
ﾌﾛ

)

河
道
特
性
･

生
態
系
の

保
全
･改
善

19
99
河
川
に
お
け
る

樹
木
管
理
の
手
引
き

(ﾘ
ﾊﾞ
ﾌﾛ

)

19
97
人
と
自
然

の
共
生
の
視
点
か

ら
捉
え
た
淀
川
河

川
公
園
の
空
間
整

備
に
関
す
る
研
究

（
山
本
･下
村
）

空 間 と 人 々 の 行 動

19
90
近
自
然
河
川
工
法

（
ゲ
ル
デ
ィ
・
福
留
）

19
92
ま
ち
と
水
辺
に
豊
か

な
自
然
を

Ⅱ
(ﾘﾊ
ﾞﾌ
ﾛ)

19
91
河
川
改
修
と
生
物
に
関
す
る
研
究

(土
研
資
料
：
清
水
･鈴
木
他

)

19
94
河
道
内
の
樹
木
の
伐

採
・
植
樹
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

(ﾘ
ﾊﾞ
ﾌﾛ

)

19
88
都
市
河
川

空
間
の
評
価
構

造
・
・
・
（
小

池
他
）

19
95
多
摩
川
に
お

け
る
利
用
者
か
ら

見
た
景
観
と
音
環

境
の
評
価
に
関
す

る
研
究

(甲
斐
･北

村
他

)

19
93
多
摩
川
の
環

境
音
の
季
節
変
動

と
場
特
性

(藤
原
･

北
村
他

)

音
環
境

特
性
の

把
握

19
97
新
し
い
河
川

景
観
の
概
念
と
そ

の
整
備
（
辻
本
）

景
観
の
形
成
過
程

19
98
河
川

景
観
の
定

量
的
評
価

に
関
す
る

研
究
（
浅

野
･黒
木

他
）

19
98
ﾆｭ
ｰﾗ
ﾙ

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
を

用
い
た
河

川
景
観
の

評
価
手
法

（
永
瀬
･松

原
他
）

19
99
水
辺
に
お
け
る

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
変
遷

に
関
す
る
研
究
（
田

中
･川
崎
他
）

調
査
手
法
に
お
け

る
安
定
性
の
検
討

歴
史
的
名
所
の
特
性
把
握

眺
望
を
確
保
し
た

計
画
づ
く
り

水
質

阿
武

隈
川

19
93
日
本
の
景
観

(樋
口

)

19
99
環
境
の
哲
学

（
桑
子
）

19
94
大
地
の
川
（
関
）

変
動
要
因
の
影
響
把
握

阿
賀

野
川

山
梨

県
の

８
中

小
河

川

土
研
の
研
究
に
つ
い
て

19
89

年
か

ら
2か

年
で

，
正

常
流
量

の
考
え

方
に

つ
い

て
生

態
系

の
保

全
，
景

観
，
親

水
活
動
の

観
点

か
ら
検

討
【
土

研
＋
地

整
等
】

（
建

設
省

技
術

研
究
会

）

目
標

水
量
，

目
標
水

質
の
設

定
が
必

要

河
川

水
量

･水
質

の
保
全

と
回
復

が
望
ま

れ
て

い
る

(水
需

要
増

大
，
汚

濁
負
荷

増
）
．

ま
た

河
川

環
境

管
理

基
本
計

画
の
策

定
通
達
(1

98
3)

を
受

け
て
，

水
環
境

管
理
計

画
の
策

定
が
必

要
．

19
90
･9

1
水
環
境
管
理

に
関
す
る
研

究
（
建
設
省

技
術
研
究
会

報
告
）

19
92
･9

3
水
環
境
管
理

に
関
す
る
研

究
ｰ水
質

,特
に
色
濁
に
関

す
る
新
た
な

指
標
に
つ
い

て
ｰ（
建
設
省

技
術
研
究
会

報
告
）

19
96
ま
ち
と
水
辺
に
豊
か

な
自
然
を

Ⅲ
(ﾘﾊ
ﾞﾌ
ﾛ)

19
95
扇
状
地
河
川
に

お
け
る
地
被
状
態
の

長
期
的
変
化
と
そ
の

要
因
に
関
す
る
基
礎

的
研
究

(萱
場
･島
谷

)

流
量

19
90

年
か

ら
「

魚
類
の

生
息
状

況
と
多

自
然
型

河
川

工
法
の

効
果
に

関
す
る

研
究
」

を
開
始

【
都

市
河
川

研
究
室
】

住
民

の
河
川

行
政
へ

の
反
発

（
工
事

に
よ
る

生
態

系
へ
の

影
響
懸

念
）
等

を
受
け

「
多
自

然
型

川
づ
く

り
」
の

推
進
に

つ
い
て

通
達

生
態

系
へ
の

影
響

･効
果

は
？

19
91

～
92

年
度

，
一
般

に
も
分

か
り
や

す
い
新

た
な

水
質

指
標

（
景
観

･親
水

活
動

，
生
物

等
の
観

点
か

ら
）

づ
く

り
を
検

討
【
土

研
＋
地

整
等
】

（
建

設
省

技
術
研

究
会
）

19
93

年
か

ら
4か

年
で

，
河

川
の
自

然
景
観

（
堤

外
地

の
み
対

象
）
の

評
価
，

自
然
景

観
の
保

全
･

創
造

の
考
え

方
及
び

手
法
に

つ
い
て

検
討
【

土
研

】
(建

設
省
総

合
技
術

開
発
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
)

目
標

と
す
べ

き
「
自

然
景
観

」
と
は

？

国
民

の
価
値

観
の
多

様
化
に

伴
い
，

地
域
の

個
性

や
美

し
さ

等
に
関

す
る
関

心
が
高

ま
る
．

伝
統

,歴
史

,文
化

,自
然
等

に
根
ざ

し
た
地

域
の

個
性

が
尊
重

さ
れ
，

人
々
が

日
本
ら

し
さ
を

再
認

識
し

，
こ

れ
に
喜

び
や
誇

り
を
感

じ
る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な
社

会
の
構

築
が
求

め
ら
れ

る

雫
石

川

19
96
中
小

河
川
改
修
と

河
川
の
自
然

環
境

(土
研

資
料
：
島

谷
･萱
場
他

)

19
96

中
小

河
川

改
修
と

河
川
の

自
然

環
境

（
右
図

に
記
載

）

19
96

年
か

ら
5か

年
で

，
水

域
に
お

い
て
魚

類
･

鳥
類
を

対
象

に
，
環

境
条
件

と
の
関

係
把
握

，
生

態
系

の
保

全
と
生

息
空
間

創
出
の

た
め
の

計
画

･設
計

手
法
，

及
び
環

境
影
響

予
測
手

法
に
つ

い
て

検
討
【

土
研

･国
総

研
】

(建
設

省
総
合

技
術

開
発

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
)

公
共

事
業
が

生
態
系

に
与
え

る
影
響

は
？

生
物

生
息
空

間
の
創

造
技
術

が
必
要

社
会

の
生
態

系
の
保

全
に
関

わ
る
動

き
が
急

速
に

発
展

（
19

95
生

物
多

様
性
国

家
戦
略

，
19

97
環

境
影

響
評

価
法

）
，
生

物
生
息

空
間
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
化
の

重
要
性

が
広
く

認
識
．

ま
た

生
物

生
息

空
間
の

整
備
や

管
理
を

N
PO

等
が

実
施

す
る

機
会
の

増
加
．

建
築
学
会
系

土
木
学
会
系

造
園
学
会
系

そ
の
他
（
書
籍
･資
料
）

都
市
学
会
系

土
研
の
研
究
・
資
料

査
読
な
し
論
文
等

同
色
の
書
籍
･資
料
の
参
考
文
献
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図
-3
 
河
川
景
観
研
究
系
譜
図
（

20
00

~2
01

6年
）
 

20
00
都
市
域
の
河
川
に

お
け
る
水
辺
イ
メ
ー
ジ
に

関
す
る
一
考
察

(中
村
･小

林
他
）

20
00
河
川
環
境
に
対

す
る
整
備
前
後
の
住

民
評
価
の
比
較
分
析

（
村
川
･西
名
他
）

20
01
写
真
投
影
法
に

よ
る
都
市
域
河
川
の

水
辺
デ
ザ
イ
ン
情
報

抽
出

(中
村
･小
林
他

)

20
01
英
国
・
日
本
・

中
国
の
被
験
者
に
よ

る
河
川
景
観
評
価
構

造
の
比
較
分
析
（
金
･

西
名
他
）

20
02
「
北
彩
都
あ

さ
ひ
か
わ
」
に
お

け
る
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
下
田
）

20
02
河
川
空
間
に
お
け
る
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方

（
篠
沢
）

属
性
に
よ
る
評
価

へ
の
影
響
把
握

20
00
河
床
の
色
彩
と

水
面
の
照
度
を
考
慮

し
た
河
川
の
水
量
感

に
関
す
る
視
覚
心
理

的
実
験

(山
下
･龍

)

イ
メ
ー
ジ
･認
識

構
造
の
把
握

事
業
効
果
の
把
握

20
00
一
の
坂
ホ
タ

ル
護
岸
の
有
効
性

調
査
（
宮
本
・
関

根
他
）

変
動
要
因
の
影
響
把
握

20
01
河
畔
林
の
あ
る
河

川
景
観
の
色
彩
変
化
と
評

価
（
山
下
他
）

調
査
手
法
に
お
け
る

安
定
性
の
検
討

20
01
「
水
の
都
」

近
世
大
阪
に
お
け

る
管
理
や
利
用
面

か
ら
捉
え
た
水
辺

の
デ
ザ
イ
ン
に
関

す
る
研
究

(小
田
･

加
我
他

)

20
02
住
民
に
よ
る

自
然
環
境
評
価
と
情

報
の
影
響

(皆
川
･島

谷
)

20
02
色
彩
・
形
状
の
観

点
か
ら
み
た
数
値
的
景

観
評
価
の
試
み

(大
野
･大

野
他

) 景
観
評
価
手
法

の
考
案

20
07
遠
賀
川
直
方

地
区
緩
傾
斜
ス

ロ
ー
プ
高
水
敷
に

お
け
る
来
場
者
行

動
特
性

(樋
口
･田
浦

他
)

20
05
天
竜
川
沿
川
に
お

け
る
新
旧
写
真
比
較
か

ら
み
る
景
観
の
変
容
に

関
す
る
研
究
（
平
岡
）

20
07
水
辺
の
景
観
認
識

の
変
遷
に
関
す
る
研
究

(田
中
･二
村
他

)

20
05
色
彩
の
フ
ラ
ク
タ

ル
解
析
を
用
い
た
河
川

景
観
の
評
価
手
法

(大
野
･

大
野
他

)

20
02
英
国
・
日
本
・

欧
州
の
被
験
者
に
よ

る
河
川
景
観
の
認

識
・
評
価
と
注
視
特

性
に
関
す
る
分
析

（
金
･西
名
他
）

20
05
盛
岡
市
中
心

市
街
地
を
流
れ
る

中
津
川
の
景
観
の

特
徴
（
菅
原
･三

宅
）

地
方
固
有
要
素
の

構
造
把
握

20
07
「
淀
川
両
岸

一
覧
」
か
ら
捉
え

た
近
世
の
水
辺
の

名
所
空
間
を
支
え

る
緑
景
観
に
関
す

る
研
究
（
岩
崎
･加

我
他
）

歴
史
的
名
所
の

特
性
把
握

20
02
四
国
地
方
に
お
け

る
河
川
景
観
の
感
性

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

(白
木
･松
原
他

)

20
02
多
摩
川
周
辺
に
お

け
る
地
形
変
化
の
視
覚
的

影
響
の
分
析
（
高
山
他
）

空
間
認
識
構
造
の

把
握

20
02
風
景
構
成
法

に
基
づ
く
広
重
の

風
景
版
画
の
空
間

構
成
に
関
す
る
研

究
(柳
沢
･岡
崎

)
大
阪
府
石
川
河
川
公
園

市 民 参 加 の 手 法 検 討

20
03
石
川
河
川
公
園
に

お
け
る
住
民
参
加
の
プ

ロ
セ
ス
と
そ
の
可
能
性

（
千
葉
･篠
沢
他
）

20
04
住
民

の
暮
ら
し

か
ら
み
た

水
辺
環
境

の
評
価

(和
田
･道
奥

他
）

20
04
河
川

利
用
状
況
に

着
目
し
た
都

市
内
河
川
の

整
備
に
関
す

る
研
究

(和
田
･尾
崎

)

多
摩
川

変
遷
景
観
の
特
性
把
握

20
04
木
津
川
下
流
部
に
お

け
る
砂
州
地
形
の
特
徴
と

植
生
域
の
変
遷
シ
ナ
リ
オ

（
寺
本
･宮
脇
他
）

20
01
写
真
集
天
竜
川
の
あ

の
頃
（
国
交
省
天
竜
川
工
事

事
務
所
）

20
06
河
川
環
境
の
評

価
構
造
に
お
け
る
流

域
共
通
性
と
地
域
差

（
三
阪
･小
池
）

20
06
樹
林
化
に
伴
う
河
川

景
観
変
化
の
土
木
史
的
考

察
（
渡
辺
･前
野
他
）

岡
山
県
旭
川

20
06
景
観
整
備
事

業
に
関
す
る
複
合

的
事
後
評
価
手
法

の
研
究

(後
藤
･篠

原
)

津
和
野
川

20
06
人
間
活
動
の

視
点
か
ら
見
た
市

街
地
と
都
市
河
川

の
境
界
に
関
す
る

研
究
（
毛
利
･星

野
）

20
06
流
域
景
観
の
地
理

情
報
と
意
識
評
価
の
統

合
(山
下
･中
村

)
20

07
自
然
環
境
と
河

川
環
境
の
評
価
に
関

す
る
研
究

(和
田
･道
奥

他
)

河
川
環
境
の
異
な
る

二
河
川
を
対
象

20
07
木
津
川
砂
州
に
お
け

る
景
観
要
素
の
構
成
と
そ

の
変
遷
の
把
握
（
片
貝
･

井
上
他
）

20
07
環
境
・
景

観
・
空
間
利
用
に

配
慮
し
た
築
堤
事

業
の
便
益
評
価
に

関
す
る
研
究

(木
下

他
)

信
濃
川

変 動 要 因 の 解 明

20
07
東
京
都
心
部
の
中

小
河
川
に
お
け
る
名
所

の
変
遷
と
特
質
に
関
す

る
研
究

(伊
地
知
･佐
々

木
)

20
07
景
観
地
区
指
定

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
た

景
観
形
成
に
お
け
る

水
と
緑
の
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
性
に
関
す
る

研
究

(牧
野
･上
山
他

)

制
度
運
用
の
評
価
･

有
効
性
の
把
握

20
08
川
内
川
激

特
事
業
に
お
け

る
景
観
水
理
模

型
実
験

(島
谷
･

林
他

)

20
08
景
観
に

配
慮
し
た
都
市

河
川
断
面
の
提

案
(坂
井
･大
熊

)

20
08
河
川
景
観
デ
ザ
イ
ン

（
中
村
･北
村
･桑
子
･島

谷
･田
中
･藤
田
･皆
川
他
）

20
01
風
景
学
･

実
践
編

(中
村

)

20
05
風
景
の
中

の
環
境
哲
学

（
桑
子
）

20
00
河
川
環
境

の
保
全
と
復
元

（
島
谷
）

20
09
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

学
習
法
の
河
川
景
観

満
足
度
調
査
デ
ー
タ

解
析
へ
の
応
用
（
下

川
･武
藤
他
）

20
09
地
区
の
街
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性

か
ら
見
た
河
川
認
識

の
差
異

(平
野
･國
枝

)

20
09
住
民
参

加
の
川
づ
く

り
に
お
け
る

合
意
形
成
手

法
に
関
す
る

一
考
察

(林
･

島
谷
他

)

上
西
郷
川

20
10
呑
川
に
お
け
る

護
岸
ツ
タ
類
の
河
川

流
下
へ
の
影
響
検
討

(杉
原
･高
崎
･藤
崎

)

景
観
素
材

20
05
景
観
評
価
指
標
を

用
い
た
都
市
河
川
の
景

観
分
析
（
小
路
･藤
田
）

20
10
河
川
景
観
の
快
適

性
に
関
す
る
主
観
評
価

と
行
動
指
標
に
よ
る
評

価
の
比
較
（
武
藤
･石
田

他
）

河 道 特 性 と 生 態 系 の

応 答 の 分 析 に 注 力

20
10
多
自
然
川
づ
く
り
に
お
け
る

河
岸
･水
際
部
の
捉
え
方
（
土
研

資
料
：
萱
場
･佐
川
他
）

20
11
多
自
然
川
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

ブ
ッ
ク
Ⅲ
（
島
谷
･桑
子
･藤
田
･

萱
場
･吉
村
･山
道
他
）

20
06
河
川
の

景
観
形
成
に
資

す
る
石
積
み
構

造
物
の
整
備
に

関
す
る
資
料

(国
交
省
河
川

環
境
課

)

景
観
計
画
・
設
計
論

20
09
徳
島
市
新

町
川
に
お
け
る
河

岸
公
園
整
備
を
契

機
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
展
開
に
つ

い
て
の
一
考
察

(出
口
･坂
井
他

)

20
10
河
川
堤
外
地

の
都
市
公
園
に
お

け
る
自
然
回
復
型

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
考
察

(千
葉
･篠
沢

他
)

石
川
河
川
公
園

20
11
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
に

よ
る
既
設
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
の
緑
化

工
法
の
実
河
川
へ
の

適
用

(帆
足
･松
本
他

)

20
11
住
民
参
加
の
川

づ
く
り
に
お
け
る
合

意
形
成
手
法
に
関
す

る
経
験
的
考
察

(林
)

上
西
郷
川
・
樋
井
川

20
12
河
河
川
空
間

に
お
け
る
踏
み
跡
の

分
布
状
況
及
び
既
存

動
線
空
間
と
の
関
係

に
関
す
る
研
究

(脱
･

村
上

)

20
13
移
動
型
利
用

の
多
い
河
川
空
間
に

お
け
る
踏
み
跡
の
分

布
状
況
及
び
利
用
実

態
に
関
す
る
研
究

(脱
･村
上

)

野
洲
川 鴨
川

20
12
河
川
空
間
の
心

理
的
評
価
と
護
岸
断

面
形
状
な
ら
び
に
空

間
構
成
と
の
相
関
分

析
(鈴
木
･積
田
他

)

20
10
固
定
堰
に
見

ら
れ
る
親
水
活
動
と

そ
の
空
間
要
因
に
関

す
る
研
究

(村
上

)

空
間
と
人
々
の

行
動

20
15
河
川
景
観
の
特

性
分
析
に
基
づ
く
景

観
施
策
及
び
住
民
活

動
に
関
す
る
一
考
察

（
山
崎
･坂
井
）

20
16
肝
属
川
水
系

に
お
け
る
多
自
然

川
づ
く
り
事
後
評

価
の
取
組
み
と
今

後
の
川
づ
く
り
へ

の
展
開
に
つ
い
て

(遠
山
･西
島
他

)

20
13
河
川
空
間
に
お

け
る
初
期
眺
望
景
観

把
握
に
関
す
る
研
究

（
横
山
･宮
岸
）

視
覚
認
知
特
性
の

把
握

京
都
市
内
河
川

20
13
地
方
都
市
の
河
川

緑
地
に
お
け
る
風
景
評

価
に
関
す
る
一
考
察

(塚
田
･森
田
他

)
地
方
固
有
要
素
の

構
造
把
握

国
総
研
･土
研
の
研
究
に
つ
い
て

20
03
年
か
ら
3カ

年
で
，
捷
水
路
建
設
，
河
床
低

下
と
河
道
の
高
水
敷
化
に
お
け
る
環
境
影
響
分

析
手
法
を
検
討
【
土
研
】
（
国
土
交
通
省
国
土

技
術
研
究
会
）

19
99

年
か

ら
4か

年
で
，
河
川
事
業
に
お
け
る

様
々
な
人
為
的
働
き
か
け
を
イ
ン
パ
ク
ト
，
そ
れ

に
対
す
る
河
川
の
自
然
環
境
の
応
答
を
レ
ス
ポ
ン

ス
と
し
て
定
義
し
，
そ
れ
ら
の
関
係
分
析
を
実
施

【
土
研
】
（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
研
究
会
）

引
き
続
き
，
環
境
影
響
評
価
技
術
の
必
要
性

河
川
事
業
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
影

響
を
適
切
に
把
握
，
評
価
す
る
必
要

流
域
圏
の
視
野
か
ら
水
・
物
質
循
環

等
の
自
然
シ
ス
テ
ム
再
生
が
必
要

河
川
等
の
水
環
境
の
悪
化
，
動
植
物
の
減
少
，

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
等
の
問
題
を
解
決
し
，

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る

忠
別
川

有
効
な
計
画
・

設
計
手
法
の
提
示 20

07
多
自
然
川

づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
ブ
ッ
ク

20
08
多
自
然
川

づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
ブ
ッ
ク
Ⅱ

20
14
美
し
い

山
河
を
守
る
災

害
復
旧
基
本
方

針
（
改
訂
）

20
08
景
観
デ
ザ

イ
ン
規
範
事
例

集
(松
江
･小
栗

他
)

20
02

~
04
年
度
に
，
流
域
圏
・
都
市
に
お
け
る
自

然
共
生
型
国
土
の
再
生
シ
ナ
リ
オ
の
策
定
，
生

態
系
へ
の
事
業
影
響
予
測
技
術
を
開
発
(総

プ
ロ
，

国
総
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
）

19
94
河
川
風
景
デ

ザ
イ
ン

(島
谷
編

)

20
10
多

自
然
川
づ
く
り
に
お
け
る
河

岸
･
水
際
部
の
捉
え
方

(右
図
に
記
載

)

19
82
土
木
景
観
計
画

（
篠
原
）

20
06

~
10
年
度
に
，
河
川
中
流
域
を
対
象
に
，

河
岸
処
理
手
法
及
び
護
岸
工
法
の
性
能
評
価

に
関
す
る
研
究
を
実
施
（
土
研
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
）

河
岸
の
物
理
環
境
特
性
と
生
物
の

生
息
状
況
と
の
関
連
性
は
？

河
岸
の
生
息
生
物
と
物
理
環
境
と
の
関
連
性
に

対
す
る
知
見
が
乏
し
く
，
河
川
改
修
や
災
害
復

旧
で
河
岸
を
人
為
的
に
改
変
し
た
際
の
生
物
相

へ
の
影
響
を
把
握
で
き
な
い

20
11

~
15
年

度
，
護
岸
が
露
出
す
る
場
合
に
求
め

ら
れ
る
河
川
景
観
及
び
自
然
環
境
に
関
す
る
具

体
的
条
件
に
つ
い
て
検
討
（
土
研
基
盤
研
究
）

20
13
中
小
河
川
に
お

け
る
積
み
護
岸
の
明

度
･テ
ク
ス
チ
ャ
ー
に

対
す
る
定
量
的
評
価

手
法
の
確
立

(櫻
井
他

)

20
15
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク

の
特
性
が
護
岸
周
囲

の
景
観
と
の
調
和
に

及
ぼ
す
影
響

(藤
森
他

)

20
16
年

か
ら
，
河
川
景
観
，
人
の
利
用
か
ら
見

た
景
観
保
全
地
区
お
よ
び
景
観
形
成
地
区
の
抽

出
方
法
を
検
討
（
土
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
）

重
点
区
間
・
箇
所
の
抽
出
方
法
を

開
発

20
14
の
美
山
河
改
訂
に
お
い
て
，
河
川
景
観
の

観
点
か
ら
重
点
的
に
保
全
を
図
る
区
間
・
箇
所

の
概
念
が
明
示
さ
れ
た
が
，
具
体
的
な
抽
出
方

法
は
未
確
立

20
06

年
か
ら
，
河
川
の
物
理
的
指
標
を
活
用
し

た
河
川
環
境
評
価
手
法
を
検
討
【
土
研
】
（
国

土
交
通
省
国
土
技
術
研
究
会
）

20
04

~
06

年
度
に
，
先
進
的
な
取
組
み
事
例
の
分

析
か
ら
，
景
観
検
討
の
有
効
な
進
め
方
，
検
討
体

制
等
に
つ
い
て
把
握
【
国
総
研
｢美

し
い
国
土
の

創
造

｣
W

G
】

(国
土
交
通
省
国
土
技
術
研
究
会

)

2
00
3美

し
い
国
づ
く
り
政
策
大
綱
，
20
0
4景

観
法
の
制
定
等
，
美
し
い
自
然
と
調
和
し
た

国
土
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
後
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
検
討
の

あ
り
方
は
？

前
橋
市
広
瀬
川

20
11
川
内
川
虎
居
地
区
の
激
特

事
業
に
お
け
る
景
観
デ
ザ
イ
ン

の
実
践

(島
谷
･林
他

)

20
06
嘉
瀬
川
石
井
樋

地
区
に
お
け
る
歴
史

的
水
シ
ス
テ
ム
の
再

生
設
計

(吉
村

)

20
15
宮
川
堤
の
持
続

的
景
観
保
全
近
世
突

出
し
堤
の
機
能
評
価

と
堤
防
強
化

(吉
村
･

原
田
他

)

20
06
白
川
「
緑
の
区

間
」
お
け
る
景
観
デ

ザ
イ
ン
方
針
の
策
定

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

(小
林
･星
野
他

)

20
11
曽
木
の
滝
分
水
路
の
整
備

(星
野
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研究・実践成果は適時マニュアル等に取りまとめられ，

21世紀以降は計画・設計マネジメントの手法等が工夫さ

れながら，各地での実践が進められていく．並行して，

土研・国総研では，社会の要請及び河川行政の動きに対

応し，河川管理の現場と連携して研究が実施されてきた． 
以上，河川景観研究は，社会的要請並びに「河川景観」

の捉え方の変遷に対応し，研究アプローチが変化・多様

化していったことが捉えられた．以降には，河川行政施

策及び河川景観研究の進むべき今後の方向性について考

えを述べる． 
 

(1) 分野間の連携強化 

１．(1)で述べたように，2017年6月の提言では，多自

然川づくりにおける景観計画の位置づけに課題があるこ

とが指摘され，その対応方針として「多自然川づくりの

検討の初期段階から景観や親水性などに関する市民の意

見を聞くとともに，景観等の専門家が関わることの仕組

みを構築する」1)ことが挙げられている．図-4は，表-1

に記載したデザイン事例について，デザインの考え方に

関する資料の有無及び内容を分類したものである．分類

は①河道特性を踏まえたデザイン（河川工学），②生態

系（動植物）に配慮したデザイン（生態学・造園学），

③周囲の景観，まちや人々との関わりを踏まえたデザイ

ン（景観工学）の３軸に，①～③の横断的な軸として④

デザインマネジメントを設定し，河川管理者等がこれか

ら実践する際に参考となるか，という観点で分類した．

結果，①～④の全てを満たす事例資料は見当たらなかっ

た．実施年代や実施個所によっては全ての軸を考慮する

必要がない場合もあるものの，今後の方向性としては，

①～④を統合させた計画・設計論を示していく必要があ

ると考える．  
 
(2) 研究・実践・普及が循環していく仕組みをつくる 

図-4に示したように，参考となる資料が見つからなか

った実践事例があった．また，例えばふるさとの川整備

事業の実施個所は100以上あるが，各事例の調査及び評

価・分析，技術基準やマニュアル類へのフィードバック

は十分に行われていない．事後評価手法の確立，評価結

果の分析から新たな知見の導出，マニュアル等への反映，

さらには計画・設計のあり方を見直していく仕組みが必

要である．なお，事例調査・分析からの知見の導出につ

いては，検討に着手したところである 32)． 
また，技術基準やマニュアル類は，現場に普及して初

めてその真価を発揮するものである．河川整備計画にお

ける景観に関する記述内容を調査したところ，「重要景

観区間」の設定が行われていない，目標・方策が具体的

に書かれていない計画がみられた33)．河川景観ガイドラ

イン等が現場に十分浸透していないことが一因と思われ

る．多自然川づくりの勉強会や技術研修等の機会を通じ

て周知を図っていく必要がある． 
 

(3) 目指す川の姿・川との関わり方を考える 
さて，先の提言のタイトルは，『持続性ある実践的多

自然川づくりに向けて』である．ここでいう“持続性”

とは多自然川づくりの持続性であり，「将来へ向けた持

続性を高めるために，川と地域社会との関わりを深めて

いくことが重要」で，「日本の原風景である美しい川を，

世代を超えて引き継いでいくために，川と人との持続的

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 デザイン実践例に関する資料の有無及び内容の分類 

①河道特性を踏まえたデザイン

③周囲の景観，まちや人々との関わりを踏まえたデザイン

②
生
態
系(

動
植
物)

に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン④デザイン･マネジメント

1971一の坂川護岸

1976太田川基町環境整備

1982いたち川自然復元☆

1984多摩川兵庫島環境護岸〇

1988横手川ふるさとの川整備
1990茂漁川ふるさとの川整備
1991矢作川古鼡水辺公園
1995一乗谷川ふるさとの川整備
1997菊池川小浜地区
1998板櫃川水辺の楽校
2005野川自然再生
2013糸貫川清流平和公園
2013新川千本桜

1990和泉川ふるさとの川整備
1991津和野川ふるさとの川整備〇

1991八東川多自然型川づくり

1992精進川ふるさとの川整備

1995阿武隈川渡利水辺の楽校☆

1997子吉川二十六木地区〇

1998忠別川

1998子吉川癒しの川整備

2000黒目川

2002嘉瀬川石井樋地区

2003白川･緑の区間〇
2004遠賀川直方の水辺整備〇

上
西
郷
川
里
川
の
再
生
〇

川
内
川
災
害
復
旧

2011宮川堤防改修

〇：整備後の評価に関する資料あり
☆：整備後の手直し（再整備）に関する資料あり

20062006

デザインの考え方に関する資料なし
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な関わりのあり方について考え続けていくべき」とされ

ている． 
川の姿（河相）及び川と人の関わり方は川毎・地域毎

に異なるものである．したがって，まずは地域毎に目指

すべき川の姿・川との関わり方を考える必要がある．こ

こで重要なのは，地域に関わる人々（河川管理者，地方

自治体，市民，専門家等）が議論し，方向性を共有する

ということである．その理由として，一つには，持続性

を担保するには日常的な手入れ（維持管理）が必要だか

らである．川との関わりにより享受する恵みと，維持管

理，暮らしの利便性等との折り合いのつけ方は，様々な

考え方があろう．もう一つは，地域で生じる様々な問題

（治水，利水，環境）を，川の中だけで対応するには限

度があるからである．例えば洪水から地域を守るために，

治水対策でできることは高い堤防を築くこと等だが，こ

れが日常的な川の姿として望ましいと言えるのか．地域

で議論できれば，築堤ではなく，沿川の土地を利用して

川幅を広げる，洪水流出量を地域で受ける（遊水池，貯

留，浸透など）等の対策も可能にある．なお，後者は地

域よりも流域単位で考えることが理想である． 
目指すべき川の姿を実現させるための技術の進展も期

待される．川の治水・利水機能と環境の調和については

古くから言及されており15)，治水と環境を統合した災害

復旧の事例（川内川など）等も見られるようになった．

島谷34)によれば， 2015年の国土形成計画にグリーンイン

フラ35)が位置づけられたこと，Eco-DRR（Ecosystem-based 
disaster risk reduction）の概念が登場し，「防災と環境保全

が融合した，新しい環境への取り組みが始まろうとして

いる」という．今後防災・環境技術が統合される動きが

加速すれば，川との関わり方は大きく変わる可能性があ

る． 
  
謝辞：山梨大学 北村眞一教授より，河川景観研究スタ

ート当時の貴重なお話を伺った．また資料の提供を戴い

た．国土交通省国土技術政策総合研究所 小栗ひとみ主

任研究官からは，国総研設立時の景観研究状況等につい

てご教示戴いた．ここに記して厚く謝意を表します． 
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